
＜様式１＞

平成　30年　07月　09日

国土交通大臣　　殿

※）

【平成３０年度】

日付以外は、様式2-1からリンクする為、入力は必要はありません。

直近採択グループ番号

地域型住宅グリーン化事業　適用申請書

本申請書の内容により、地域型住宅グリーン化事業の適用を申請します。
この申請書及び添付資料に記載の事項は、事実に相違ありません。

地域型住宅の名称 時ノ寿木組みの家

グループの名称 掛川の風景を創る会

06-0050-0419

事務局郵便番号

（グループ代表者）

代表者名 清水　國雄 代表者印

代表者所属先

代表者所在地

代表者電話番号

（グループ事務局）

事務局事業者名

静岡県掛川市逆川473-1

0537-27-0576

436-0084

事務局担当者名

0537-27-0576

info@shimizu-arc.jp

事務局電話番号

事務局FAX

事務局担当者E-mail

事務局所在地

清水建築工房一級建築士事務所

静岡県掛川市逆川

0537-27-0576

清水建築工房一級建築士事務所

清水　佳子 印



＜地域型住宅の生産体制＞ ＜様式２－１＞

１．地域型住宅の名称（必須）

２．グループの名称(必須）

３．直近採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅供給対象地域（必須）

５．結成年（必須） 年

６．グループ代表者名（必須）

７．グループ代表者の所属先（必須）

８．グループ代表者所在地（必須）

９．グループ代表者電話番号（必須）

１０．グループ事務局事業者名（必須）

１１．グループ事務局担当者名（必須）

１２．グループ事務局郵便番号（必須）

１３．グループ事務局所在地（必須）

１４．グループ事務局電話番号（必須）

１５．グループ事務局FAX番号（必須）

１６．グループ事務局担当者E-mail（必須）

Ⅰ．原木供給

Ⅱ．製材・集成材製造・合板製造

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く)

Ⅳ．プレカット

Ⅴ．設計

Ⅵ．施工

Ⅶ．木材を扱わない流通

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

番号記入欄

□ 3
□ 3
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2
□ 4
□ 4

1

PEFC認証制度を利用する

国内

国産材

国産材

国外

国内

国外

国内

国内

国外

合法木材証明制度を利用する

PEFC認証制度を利用する
SGEC認証制度を利用する
FSC認証制度を利用する
FSC認証制度を利用する

外材

外材

2013

清水建築工房一級建築士事務所

国内

国内

清水　佳子

436-0084

静岡県掛川市逆川473-1

0537-27-0576

0537-27-0576

1

5

1

時ノ寿木組みの家

掛川の風景を創る会

06-0050-0419

静岡県中西部

清水　國雄

静岡県掛川市逆川

合法木材証明制度を利用する 国産材

0537-27-0576

清水建築工房一級建築士事務所

3

info@shimizu-arc.jp

（構成員数）   （構成員を含まない理由）

2

0

2

国内・国外

1

対象となる地域材の名称 地域材の産地

認証制度等の名称
※以下該当の1、2、3の番号を番号記入欄に記入してください。
　1.都道府県の産地認証制度等によるもの
　2.民間の第三者機関による認証制度(FSC、PEFC、SGEC等)
　3.林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性のため
     のガイドライン(平成18年2月)に基づき合法性が証明されるもの
　4.クリーンウッドに基づき合法であることが確認された木材・木材
     製品（合法伐採木材等証明）

静岡県産材

国外外材

静岡県産証明制度

外材

国産材

国内

国産材

Ａ．使用する地域材に関する事項　（必須）

国産材FIPC認証制度を利用する
クリーンウッド法に基づく証明
クリーンウッド法に基づく証明

大井川流域材、時ノ寿材



戸

戸

戸

戸

戸

戸

5 戸

5 戸

1 戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

棟

㎡

棟

㎡

D．当提案が採択された場合の各住宅事業者に
　　おける補助対象戸数の配分ルール　（必須）

2 戸 0 戸 0 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

棟 棟 戸

㎡ ㎡ ㎡

採択戸数 交付申請戸数

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限100万円）

採択戸数

経験工務店（4戸（8戸）以上）の
申請戸数

未経験工務店（3戸（7戸）以下）の
申請戸数

性能向上
計画認定
住宅

経験工務店（4戸（8戸）以上））の
申請戸数

未経験工務店（3戸（7戸）以下）の
申請戸数

採択戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限125万円）

完了実績（竣工予定含む）戸数

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

加算
申請

交付申請戸数

高度省エネ型（性能向上計画認定住宅）

加算
申請

ゼロ・エネ
ルギー住
宅

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

経験工務店（4戸（8戸）以上）による
申請戸数

未経験工務店（3戸（7戸）以下）によ
る申請戸数

今年度要望する戸数（上限100万円）

今年度要望する戸数（上限140万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限140万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

今年度要望する戸数（上限100万円）

加算
申請

長寿命
型

長期優良

住宅

経験工務店（4戸（8戸）以上）の
申請戸数

未経験工務店（3戸（7戸）以下）の
申請戸数

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

今年度要望する戸数（上限100万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

今年度要望する戸数（上限110万円）

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

加算
申請

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

長寿命型（長期優良住宅）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

構成員工務店はすべて未経験工務店なので、原則、１戸／１工務店、且つ交付申請順。

今年度要望する戸数（上限125万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

今年度要望する戸数（上限110万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

 Ｂ．平成３０年度における補助対象の木

造住宅

      の申請要望戸数、地域材加算要望戸

数、

      三世代同居対応加算要望戸数 （必須）

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限110万円）

加算
申請

採択床面積 交付申請床面積

採択棟数

優良建築物の申請棟数

加算
申請

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限110万円）

加算
申請

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

加算
申請

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

E．平成２９年度の執行状況（必須）

優良建築物型

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）

C．平成３０年度当初予算における補助対象の
　　優良建築物の申請要望棟数及び床面積

完了実績（竣工予定含む）床面積

高度省エネ型（認定低炭素住宅）

交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）棟数

交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

今年度要望する棟数及び面積

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限100万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

今年度要望する戸数（上限110万円）

高度省
エネ型

認定低炭
素住宅

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限110万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

その内9月までに交付申請が確
実にできる棟数及び面積



＜様式 2-2・Ⅰ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅰ - 6 株式会社スンエン 427-0013

22 Ⅰ - 7 有限会社　落合製材所 428-0013

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅰ．原木供給（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に原木供給者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて原木供給者を含まないことがある場合の理由

電話番号

0547-34-1338静岡県島田市御請229番地

構成員
番号

所在地

静岡県島田市金谷東1-1294 0547-46-2518

Ⅰ．原木供給



＜様式 2-2・Ⅱ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅱ - 6 株式会社スンエン 427-0013

22 Ⅱ - 7 有限会社　落合製材所 428-0013

22 Ⅱ - 8 武田製材所 420-0008

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅱ．製材・集成材・合板製造（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に製材・集成材・合板製造業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて製材・集成材・合板製造業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

静岡県島田市御請229番地 0547-34-1338

静岡県島田市金谷東1-1294 0547-46-2518

静岡県静岡市葵区水道町161

Ⅱ．製材・集成材・合板製造

054-271-5892



＜様式 2-2・Ⅲ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅲ - 6 株式会社スンエン 427-0013

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く、長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

静岡県島田市御請229番地 0547-34-1338

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く）



＜様式 2-2・Ⅳ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅳ - 6 株式会社スンエン 427-0013

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ．プレカット

＜グループ構成員記入用リスト＞　Ⅳ．プレカット（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員にプレカット事業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいてプレカット事業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

静岡県島田市御請229番地 0547-34-1338



＜様式 2-2・Ⅴ＞

○ ○

22 Ⅴ - 9 清水建築工房一級建築士事務所 436-0084 ○

22 Ⅴ - 10 志茂野構造研究室 436-0079 ○

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

静岡県掛川市掛川1067-7 0537-21-3655

静岡県掛川市逆川473-1 0537-27-0576

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅴ．設計（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に設計事業者を含まない場合、その理由

県
番号

省エネ
講習

修了済

Ⅴ．設計

省エネ
講習
受講
予定

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅵ-1＞

22 Ⅵ - 1 75091 佐々木製材所 437-1437 ○

22 Ⅵ - 2 75256 有限会社　兼康建築 436-0008 ○

22 Ⅵ - 3 75261 有限会社　山崎総合建設 437-1421 ○

22 Ⅵ - 4 75276 有限会社　大谷建設 436-0022 ○

22 Ⅵ - 5 75336 有限会社小坂建築 437-0213 ○

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

県
番号

構成員
番号

事業者
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号
省エネ
講習

修了済

省エネ
講習
受講
予定

Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通） 5 ○ ○

静岡県掛川市上土方旦付新田２０５ 0537-74-2114

静岡県掛川市千羽１３２５の１ 0537-27-0072

静岡県掛川市大坂３７１８番地の１ 0537-72-2099

静岡県掛川市上張３１４番地の１ 0537-22-7864

静岡県周智郡森町睦実１７５８－４ 0538-85-2189



＜様式 2-2・Ⅵ-2＞

県
番号

事業者
番号

事業者名
被災地
に該当

ZEHビ
ルダー
に該当

BELS工
務店に
該当

22 Ⅵ - 1 75091 佐々木製材所 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 3以下 3以下 3以下

22 Ⅵ - 2 75256 有限会社　兼康建築 2 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 3以下 3以下 3以下

22 Ⅵ - 3 75261 有限会社　山崎総合建設 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 3以下 3以下 3以下

22 Ⅵ - 4 75276 有限会社　大谷建設 2 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 3以下 3以下 3以下

22 Ⅵ - 5 75336 有限会社小坂建築 0 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 3以下 3以下 3以下

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

長期優
良住宅

直近3年平均

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－2 （長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

構成員
番号

平成29年（1月～12月）の元請実績及び直近3年の年平均元請実績
補助金活用実績の合計

数(H27～Ｈ29)

Ⅵ．施工-2

元請の
新築住宅供給戸数

優良建築物の
着工床面積の実績

Ｈ29年実績Ｈ29年実績 直近3年平均 Ｈ29年実績 直近3年平均 Ｈ29年実績 直近3年平均

高度省
エネ型
住宅

ゼロエ
ネ住宅 ○

うち木造長期優良住宅
の実績

うち認定低炭素住宅・性能向
上計画認定住宅の実績合算

うち木造ゼロエネ住宅
の実績

Ｈ29年実績 直近3年平均

○ ○



＜様式 2-2・Ⅶ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅶ - 6 株式会社スンエン 427-0013

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅶ．木材を扱わない流通

構成員
番号

所在地 電話番号

静岡県島田市御請229番地 0547-34-1338

Ⅶ．木材を扱わない流通



＜様式 2-2・Ⅷ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種（畳、瓦、襖等の住宅資材の供給事業者等）

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式３－１＞

年

◎、○
記入欄

◎

○

◎

○

◎、○
記入欄

a
①-1 用材の寸法規格化 □ ■ ◎

①-2 使用建材の統一 □ ■ ○

①-3 標準仕様の設定 □ ■ ○

②-1 建材・資材調達の共同化 ■ □

②-2 調達事務の合理化 ■ □

③
生産の合理化等に向けた
検討委員会等の設置 ■ □

④
生産の合理化等に向けて
事務局が果たす役割 □ ■ ◎

b
①

グループの信頼性向上に
向けた施工基準 □ ■ ○

②
グループの信頼性向上に
向けた検査ルール □ ■ ○

③
グループの信頼性向上に
向けた見積・積算のルー
ル

■ □

④
グループの信頼性向上に
向けたその他の具体的取
組

□ ■ ◎

c
① 週休2日制の導入の取組 ■ □

②
技能や経験にふさわしい
処遇の実現に向けた取組 ■ □

③ 社会保険への加入 □ ■ ○

④
安全及び健康の確保のた
めの取組 ■ □ ○

○

※）

ない ある　 → 内容： 厚生年金への加入を進める。

ない ある　 → 内容：
今後、全国中小建築工事業団体連合会の指導を通じて、安全教育及び健康の確保に取り
組む。

内容：

ない ある　 → 内容：

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある　 → 内容：

掛川の風景を創る会は、家づくりを通じ開かれた地域主義の一員として、掛川地域の魅力
の発信と活性化のために以下の活動を行っている。
・掛川地域の活性化に尽力する、かけがわNPO村に参加し、地元の木でつくるジャングル
ジムを活用して木の良さをPR、一方、災害時の避難所間仕切りとして、木のジャングルジム
を転用した木の間仕切りの提案と実践を展開。
･掛川地域の森林再生を通じ地域の再生を行っているNPO法人時ノ寿の森クラブと連携し
て、海岸防災林の強化（希望の森づくり)、時ノ寿の森の森林保全、障害者と連携の森づくり
など、地域の一員としての存在をアピールしている。

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

・木材コーデｲネーターが個別の計画に合わせ、木材を事前に調達し、すまい手に届ける取り組みを行っている、この取り組みは、見積の透
明性をもたらし、調達の一元化をもたらす効果が期待できる。

ない ある　 →

ない ある　 → 内容：
原則設計事務所の工事監理に委ねることを検査ルールとするも、さらなる信頼性向上策と
して、施工基準による施工者自身の自主検査をもとに、設計事務所の検査を受ける手法を
採用。

ない ある　 → 内容：

ない ある　 → 内容：
事務局が設計者という立場を利用して、素材生産者や職人が段取りと手間を想像出来や
すい設計図書を作成し、現場での手もどりをなくす。

ない ある　 → 内容：
信頼性の向上は、住宅の品質と深い関係がある施工者･職人の技量や意識を高めると共
に、施行基準（別紙2）を整備して品質のさらなるレベルアップと安定を図る

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容： 標準仕様（別紙1）による。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容： 外周胴差は４寸×8寸、小屋地廻りは4寸×6寸で統一。

行っていない 行っている→ 内容： 標準仕様（別紙1）による。

④ ①～③の背景

・静岡県遠州（静岡県の遠州灘沿岸の地域で掛川市も含まれる）地方は東海沖地震などマグニチュード8を越える巨大地震の発生が高い確
率で想定される地域、巨大地震には初期剛性が高く、高倍率の耐力壁に異存ずる軸力抵抗型は、柱に大きな引き抜き力を発生させるなど、
構造体が脆弱になる可能性が高いと考えている。
･掛川市遠州灘沿岸地域は「釜屋造り」と呼ばれる民家がかつて多数存在し、黒潮文化（太平洋沿岸域に沿って、九州、四国、房総などにも
釜屋造りの民家が分布点在した)との関わりがあったことが推定される。
・静岡県遠州（静岡県の遠州灘沿岸の地域で掛川市も含まれる）地方は、冬は0度～4度、夏は25度～30度と温暖な気候であるが、冬の西
北風は「遠州のからっ風」と呼ばれ、身を切る寒さを体感させる。一方日射時間は2099時間/１年間と全国5番目、降水量は2300mm/1年間
と全国4番目に多い。

⑤その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　　のルール・目標があれば記入
       してください。

「住宅を最も環境負荷の小さい手法で造る」が”時ノ寿木組みの家”の理念、それを達成するためのルール･目標として以下の二がある
１）将来分解され地球に同化する循環型の材料でつくること。
２）壊す時に再使用･再利用できる構法でつくる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1)･
2）の具体的且つ建築的な手法が上記①②③である。土壁の蓄熱･蓄冷を主体とした輻射による温熱環境を重視する。

イ．効率的で適切な就業環境が確保された住宅生産体制の整備

【平成30年度対応方針】

①地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の重視する性能

･地震や風荷重など短期荷重に対しては、せん断抵抗型の耐力壁をバランス良く配置し、粘り、じん性重視型の構造体を目指す。
･柱と耐力壁の直下率は60％以上を確保し、長期鉛直荷重に対しも安定した構造体を目指す。
・温熱性能は立体通風、日射遮蔽などパッシブな手法を取り入れる。

②地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の建て方や様式

・短期･長期荷重に対して安定した性能を確保すため、構法は、渡り腮構法（架構は梁通し、士口は渡りアゴ）を指向する。
・耐力壁は剪断抵抗型である、貫＋土壁、貫＋構造用合板、又は構造用合板のいずれかの仕様を採用する。
・住まいの温熱環境は、壁、床、天井の蓄熱･蓄冷を主体とした輻射による温熱環境を重視する。

③地域の気候・風土等に根差した
　 地域型住宅のデザインルール

･遠州地域（掛川市域含む）の風土･気候に根ざした住まいである「釜屋造り」のデザイン的特徴（例えば、深い軒の出、開口部の霧除け、西
面の開口部は極力避ける）を、「時ノ寿木組みの家」のデザインに取り入れる。

３．過去のグリーン化事業採択グループ番号（必須） 06-0050-0419

ア．特徴ある地域型住宅の目標設定

【平成30年度対応方針】

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み
※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

２．グループの名称・結成年（必須）
(グループの名称） （結成年）

掛川の風景を創る会 2013

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

時ノ寿木組みの家 静岡県中西部



＜様式３－２＞

年

◎、○
記入欄

a
①-1 内容・蓄積の共通ルール □ ■ ○

①-2 情報サービス機関の活用 ■ □

①-3 履歴情報蓄積の確認手法 □ ■ ○

②-1 点検の共通ルール □ ■ ◎

②-2 補修の共通ルール □ ■ ◎

②-3 点検補修実施の確認手法 □ ■ ◎

③-1 住まい管理勉強会の実施 ■ □ ○

③-2 DIY体験会等の実施 □ ■ ○

③-3 その他の相談会等の実施 □ ■ ◎

④ ■ □ ◎

⑤ ■ □

b
① ■ □

② ■ □

◎、○
記入欄

a ① ■ □

②-1 ■ □ ○

②-2 ■ □ ○

③-1 □ ■ ○

③-2 ■ □ ○

④ ■ □

b
①-1 ○

①-2

② ■ □ ○

ｃ
① ■ □

② ■ □

※）

昨年度までの終了者数 今年度の参加目標人数4

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

ない ある  →

ない ある  →

内容： メンバー（設計者･施工者）に住宅省エネルギー地域リーダーがおり、研修会を通じ参加を促す。

新たな技術等の開発

省エネ技術講習会への請負技
能者等の参加人数

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある  → 内容：

内容：

新たな技術等の導入

ない ある  → 内容：

1

昨年度までの終了者数 今年度の参加目標人数

ない ある  → 内容：
30年度、受注目標１～1.5棟、受注額は2,500～4,000万円
31年度、受注目標2～3棟、受注額は5,000～7,500万円
32年度、受注目標3～4棟、受注金額7,500～9,000万円。

ない ある  → 内容： 勉強会の開催など検討したい。

ない ある  → 内容： 施行現場からのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸに照らした施行基準（別紙2)の改定作業を行うことをルール化する。

ない ある  → 内容： 事務局へ施工基準の･チャックリスト表の提出などルールの確認手法を今後検討したい。

ある  → 内容：
未経験工務店等への施工技術
研修会等の開催

エ．グループの技術力の向上

【平成30年度対応方針】

ない

ない ある  → 内容：

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

過去の瑕疵内容等に学ぶ勉強
会の実施

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 別紙６に従い実施する。

ない ある  → 内容： 履歴、定期点検フロー、点検シート、補修シートの内容をより深めるために設置ｦ検討

ない ある  → 内容： 履歴、定期点検フロー、点検シート、補修シートの内容をより深めるための勉強家検討

ない ある  → 内容： 別紙６に従い実施する。

ない ある  → 内容： 別紙３、維持管理補修シートに従って補修を行う。

ない ある  → 内容： 点検チームが定期点検･補修を行い書類を事務局に提出し、実施状況を確認する。

ない ある  → 内容： 別紙３､建物･土地基本データ及び住まいの履歴で確認

ない ある  → 内容： 別紙３、定期点検フロー､定期点検シートにて従って点検する。

ない ある  → 内容： 別紙３､建物･土地基本データ及び住まいの履歴でルール化
①
住
宅
履
歴
情
報
の

蓄
積

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

ない ある  → 内容：

３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） 06-0050-0419

２．グループの名称・結成年月（必須）

ウ．長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備

【平成30年度対応方針】

※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

静岡県中西部
(グループの名称） （結成年）

掛川の風景を創る会 2013

省エネ技術講習会への参加促
進のための取組

品質管理のための共通ルール

上記共通ルールが守られている
ことの確認手法

需給計画の策定

技術力向上のための中長期的
な計画

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

時ノ寿木組みの家

③に基づく業種ごとの合理化の
取組

省エネ技術講習会への施工事
業者社員の参加人数

②
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
基
準

の
整
備

③
住
ま
い
の
管
理

維持管理委員会等の設置

その他の維持管理の手法

グループ構成員の倒産廃業時の
バックアップルール



＜様式３－３＞

年

◎、○
記入欄

a

①

地域材利用に関する

共通

ルール（必須）

◎

②
地域材利用の1棟当

たりの割合（必須）
□ ■ □ ◎

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

■ □

■ □

④
地域材の流れ（フロー図）
などグループの取組に関
する補足説明

b ①-1 地域材在庫把握の仕組 ■ □

①-2 地域材価格の共有の仕組 ■ □

②
グループ全体における地
域材の需給予測 ■ □

c ①-1 畳の活用 □ ■ ○

①-2 和瓦の活用 □ ■ ○

①-3 襖の活用 □ ■ ○

①-4 障子の活用 □ ■ ○

②-1
その他地域の伝統的な素
材の活用 ■ □ ○

②-2
その他地域の伝統的な意
匠の活用 □ ■ ○

d
①

地域の伝統的なデザイン
を継承する取組 □ □ ○

②
地域の住まい方の継承に
つながる取組 □ □ ○

③
地域の街並み形成へ寄与
する取組 □ □ ○

④
和の住まいの要素を取入
れた取組 □ □ ○

○

◎、○
記入欄

※）

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

どんなに材料を熟知し収まりや施工の質を上げても、風雨地震などの自然災害を前に完璧に手だてすることは難しい、完璧を目指し努力す
ることも重要だが、あり得ない完璧を目指すことより、意識と技量の高いチームで家を造り、定期的に維持管理の手を入れるという考え方の
方が長寿命の家にはふさわしく思う、それを推進する仕組みとして「掛川協働方式家守りシステム」の内容を整備中。

東日本大震災の復興に資する取組

平成28年熊本地震の復興に資する取
組

行っていない 行っている→ 内容：
「ノキバ」のある景観･ノキバ廻りの仕上げは焼き杉或いは漆喰で仕上げるなどして、良質
な街並み形成に寄与するデザインとして生かしたい。

行っていない 行っている→ 内容：

日本の住居の特徴の一つは床に見ることが出来ると思う、床は、高さと仕上げの違いごと
に異なる機能を持って発生し、土間（たたき)、板（座敷）そしてベッド･椅子･敷物の三つの
機能を兼ね備えた畳をもって「和」のすまいが完成したといえるのではないか、「時ノ寿木組
みノ家」では「和」の要素として、土間・板座・畳のある住居を提案していきたい。

行っていない 行っている→ 内容：

遠州地域には、お釜屋（主屋･居室部分の軸組＋屋根、釜屋･土間部分の軸組＋屋根が
接続している形態)と呼ばれる屋根分棟型の住居(釜屋造り）が存在した、お釜屋は居住部
と水回りを分けて、耐久性に関する解決策ともなっている、長寿命の住居を提案する上で、
耐久性に関する工夫として今後生かしたい。

行っていない 行っている→ 内容：

釜屋造りでは、玄関脇の軒が深く張り出して「ノキバ」と呼ばれた、冬は日向ぼっこ、夏は
日陰となり、近隣の住人との応接間的空間となっていた、深い軒は建物に陰影を作り出し、
ファサードに深みを与えるなど、ﾃﾞｻﾞｲﾝと住まい方の両方に優れた手法だった、ノキバの復
活も長寿命の住居を提案する上での取り組みとしたい。

行っていない 行っている→ 内容： 掛川の伝統産業である葛布の活用、壁や天井紙として活用出来るか検討中。

行っていない 行っている→ 内容： 土間（たたき）を生活の場に取り入れる、夏の冷輻射源としての機能にも注目。

行っている→ 内容： 古建具の活用

行っていない 行っている→ 内容： 古建具の活用

行っていない 行っている→ 内容： 和室を設ける

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない

ない ある  → 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

地域材フロー図参照（別紙５)

ない ある  → 内容：

◎

主要構造材

造作材 枠材、廻縁等： 使用していない

板材 壁板、床板等： 使用していない

土台： 使用していない

柱： 使用していない

間柱、根太、垂木等： 使用していない

※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

静岡県産材証明制度により認定された大井川流域材、掛川時ノ寿材のヒノキ･杉を使用する。

50％未満 50％以上

梁・桁等の横架材等： 使用していない

羽柄材
③

標準的な地域材の使

用部位 （必須）

掛川の風景を創る会 2013
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

オ．地域の産業・住文化・景観等への寄与

【平成30年度対応方針】

06-0050-0419

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

使用している

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

時ノ寿木組みの家 静岡県中西部

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

使用している

カ．その他

【平成30年度対応方針】

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

80％以上

使用している

使用している

使用している

使用している



＜様式３－４＞

年

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

キ．グループが取組む木造住宅・建築物の特徴
　※この項目は、高度省エネ型、優良建築物型を申請するグループのみ記入してください。
　※申請に係る認定低炭素住宅、性能向上計画認定住宅、ゼロ・エネルギー住宅、優良建築物の性能や特徴等について記入してください。

06-0050-0419

掛川の風景を創る会 2013
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（高度省エネ型・優良建築物型のみ）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

時ノ寿木組みの家 静岡県中西部

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）


